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フジ産業株式会社で特別養護老人ホームの食事サービ
ス責任者を務める浜田章稔さん。航空自衛隊やシステ
ムエンジニア、介護職といった異色のキャリアを持ち、
現在はその経験を活かし、配属先の特別養護老人ホー
ム 遊楽の丘での安全で美味しい食事提供に取り組ん
でいます。そんな浜田さんに、仕事への想いをうかが
いました。

これまでのご経歴や、現在のお仕事についてお聞
かせください
航空自衛隊での３年間を経て、システムエンジニアと
して32年間システム開発に携わってきました。両親の
高齢化をきっかけに介護職に転職し、高齢者の健康に
貢献できることに魅力を感じてフジ産業に勤め、６年
目になります。
現在は、高齢者施設専用の完全調理済み食材である「ク
ックパック」の搬入から盛り付け、配膳、洗浄といっ
た現場業務を軸に、発注業務やシフト管理も担当して
います。前職で培ったITの知識を活用して、事務作
業の効率化を進めています。例えば、パソコンに不慣
れなスタッフでも簡単に印刷できるシステムを作った
り、手作業で２時間かかっていた献立表作成をワンク
リックで完了できるようにしました。

仕事をする上で、どんなことを大切にされていま
すか？
最も大切にしているのは「安全で安心な食事」を提供
す る こ と で す。 食 中 毒 や 異 物 混 入 を 防 ぐ た め、
HACCPに基づいた徹底した衛生管理を行っています。
また、施設の管理栄養士との連携も非常に大切にし
ています。100人を超える入居者の方々に毎日おいし
い食事を楽しんでいただくため、管理栄養士の方か
ら提供される情報をもとに献立を調整したり、アレ
ルギーに対応した代替メニューを準備したりしてい
ます。

今後の目標を教えてください
今後の課題は、人材不足とスタッフの高齢化です。
若手スタッフの確保が難しいため、これからもIT化
を進めて業務負担を軽減し、誰もが働きやすい職場
を目指しています。
プライベートでは、スプレーアートを始めました。
三浦海岸などの自然をモチーフにした絵を描いてい
ます。
入居者の方からの「おいしかっ
た」「ありがとう」といった感
謝の言葉を直接いただける
のが、何よりも励みになり
ます。職場でも感謝や成
果を見える化できる仕
組みを取り入れていき
たいですね。

表紙の人 インタビュー

フジ産業株式会社
遊楽の丘事業所

主任　浜田 章稔 さん（入社６年目）



巻
頭
言

昨
今
の
米
の
価
格
高
騰
を
受
け
て
、
政

府
に
よ
る
備
蓄
米
の
放
出
な
ど
が
講
じ
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
が
覚
え
て

い
る
昔
の
価
格
（
米
5
㎏
）
に
は
ほ
ど
遠

く
、
ス
ー
パ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ

ッ
プ
に
行
く
た
び
に
、
米
売
り
場
を
の
ぞ

い
て
は
3
千
円
台
の
も
の
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、民
間
企
業
（
飲
食
サ
ー
ビ
ス
）

に
お
い
て
は
、
国
産
よ
り
も
安
価
な
外
国

産
の
米
を
輸
入
し
消
費
者
へ
還
元
す
る
な

ど
、
米
の
価
格
安
定
に
向
け
た
官
民
に
よ

る
対
策
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
7
年
4
月
の
異
動
に
よ
り
、
医
療

関
連
サ
ー
ビ
ス
室
長
に
就
任
し
ま
し
た

が
、
直
前
は
財
務
経
理
や
契
約
全
般
を
担

当
す
る
部
長
職
と
し
て
が
ん
専
門
病
院
に

出
向
し
て
お
り
ま
し
た
。
既
に
人
件
費
や

物
価
高
騰
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響

で
様
々
な
委
託
業
務
の
契
約
額
が
増
加

し
、
患
者
の
食
事
提
供
や
院
内
清
掃
な
ど

医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
に
関
す
る
契
約
も

著
し
い
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。な
か
で
も
、

患
者
の
食
事
提
供
に
関
し
て
は
、
賃
金
Ｕ

Ｐ
と
物
価
高
騰
、光
熱
費
上
昇
が
重
な
り
、

人
材
の
確
保
や
食
材
調
達
等
に
苦
慮
し
て

い
る
事
業
者
が
多
く
、
他
の
病
院
で
も
契

約
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な

く
撤
退
す
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
異
動
直
前
に
は
、
自
身
の
勤
務
し

て
い
た
病
院
で
も
同
様
の
事
象
が
発
生

し
、
と
て
も
困
惑
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

入
院
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
食
事
と
は
、

疾
患
・
疾
病
（
病
気
）
を
克
服
す
る
治
療

の
一
環
で
あ
り
、
単
に
空
腹
を
満
た
す
行

為
や
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
も
、
如
何
に
病
院
給
食
が
重
要
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
伺
え
ま
す
。ま
た
、

主
食
や
副
菜
、
デ
ザ
ー
ト
、
飲
み
物
に
至

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
堅
さ
や
塩
分
、
多

め
少
な
め
、
温
い
冷
た
い
な
ど
個
別
の
対

応
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
、

限
ら
れ
た
消
費
㌍
制
約
の
な
か
に
あ
っ
て

も
、
そ
の
病
院
給
食
に
携
わ
る
管
理
栄
養

士
・
栄
養
士
や
調
理
師
、
さ
ら
に
は
医
師

や
看
護
師
、
事
務
職
な
ど
多
く
の
ス
タ
ッ

フ
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
お
い
し

い
病
院
給
食
」へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

近
頃
は
、
企
業
の
食
堂
や
学
校
給
食
も
著

し
く
進
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
病
院
給
食

も
負
け
ず
劣
ら
ず
「
劇
的
」
な
「
深
化
」

を
遂
げ
て
い
る
、そ
う
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、近
年
の
経
済
状
況（
市

場
動
向
）
を
鑑
み
る
と
、
賃
金
Ｕ
Ｐ
や
物

価
（
材
料
）
高
騰
は
早
々
に
収
ま
る
気
配

は
な
く
、
給
食
産
業
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
必
要
な
人
材
確
保
、
良
質
な
食
材
調

達
に
苦
労
さ
れ
る
も
の
と
推
察
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
業
務
体
制
や
良
質
な
食

材
を
確
保
し
、「
お
い
し
い
病
院
給
食
」

の
提
供
を
維
持
継
続
す
る
た
め
に
は
、
さ

ら
な
る
企
業
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
、

こ
の
実
情
を
受
け
入
れ
、
企
業
経
営
の
許

す
範
囲
に
お
い
て
、
病
院
給
食
を
見
直
す

こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
食
品
加
工
や
保
存
技
術
の
格
段
の

進
歩
に
よ
り
、
今
や
缶
詰
は
保
存
食
で
は

な
く
、
肉
や
魚
、
フ
ル
ー
ツ
に
至
る
ま
で
、

日
常
的
に
調
理
に
活
用
さ
れ
る
ほ
ど
お
い

佐
藤　

俊
幸

厚
生
労
働
省
医
政
局
地
域
医
療
計
画
課

  

医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
室
長

「
お
い
し
い
病
院
給
食
」
を
提
供
す
る
た
め
に
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し
い
食
材
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
で
あ
る

な
ら
ば
、
限
ら
れ
た
人
材
に
よ
っ
て
新
た

な
働
き
方
を
導
入
し
、
限
ら
れ
た
食
材
を

最
大
限
に
活
用
し
た
新
た
な
献
立
を
企
画

立
案
す
る
な
ど
、
病
院
給
食
の
変
革
が
期

待
さ
れ
る
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
病
院
給
食
を
提
供

す
る
側
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
食
す
る
側

の
双
方
に
お
い
て
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
と
と
も
に
、
病
院
給
食
が
治
療
の

一
環
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
・
目
的
を
違
え

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
が

喜
ぶ
「
お
い
し
い
病
院
給
食
」
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
う
切
に
願
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
（
厚
生

労
働
省
）
と
し
ま
し
て
も
、引
き
続
き
「
お

い
し
い
患
者
給
食
」
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
医
療
機
関
や
病
院
給
食
を
提

供
す
る
関
係
団
体
か
ら
お
話
を
伺
い
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
検
討
を
重
ね
、

必
要
な
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
の
で
、

少
し
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

我
が
国
の
病
院
給
食
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
伴

い
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
中
で
も
、
患
者
の
疾
患
の
治
癒
・

改
善
や
健
康
回
復
を
図
る
観
点
か
ら
、

各
々
の
病
状
に
応
じ
た
、
安
全
・
安
心
な

食
事
の
提
供
が
、
よ
り
一
層
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

人
件
費
や
食
材
費
等
、
特
に
米
の
価
格
の

高
騰
に
よ
っ
て
、
病
院
給
食
事
業
の
円
滑

な
運
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
国
と
し
ま
し
て
は
、
治
療
の
一
環

と
し
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
食
事
の
質
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
令
和
6
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
、
1
食
当
た
り
30
円
引
き

上
げ
た
入
院
時
の
食
事
の
基
準
額
を
、
令

和
7
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
1
食
当
た
り
20

円
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
令

和
6
年
度
補
正
予
算
に
お
け
る
「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
」
の
追
加
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
地
方
自
治
体
に
対
し
、
医
療
機
関
等

に
お
け
る
食
材
料
費
高
騰
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
し
た
上
で
、
早

急
か
つ
確
実
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
積

極
的
に
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

う
し
た
支
援
が
医
療
機
関
等
に
適
切
に
行

き
届
く
よ
う
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
医
療
提
供
全
般
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
医
療
提
供

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
医
療
構
想

の
見
直
し
や
、
医
師
偏
在
是
正
に
向
け
た

総
合
的
な
対
策
の
実
施
等
を
内
容
と
し

た
、「
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
を
国
会
に
提
出
し
て
お
り
、
今
後
の

臨
時
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
引
き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
関
係
各

位
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
カ
ル
給

食
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
受
託
事
業

の
実
態
調
査
や
患
者
給
食
受
託
責
任
者
講

習
会
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
事
業
を
通

じ
て
、
病
院
給
食
事
業
の
質
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
病
院
給
食
業
界

を
牽
引
し
、
病
院
給
食
事
業
の
健
全
な
発

展
に
御
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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社団法人日本メディカル給食協会　
初代会長

シダックス株式会社　創業者

志太 勤 氏 ご逝去

　社団法人日本メディカル給食協会初代会長、ならびにシダックス株式会社創業者の志太　勤氏が
2025年７月９日、うっ血性心不全によりご逝去されました。
　志太氏は1993（平成５）年４月に藍綬褒章、2006（平成18）年４月に旭日重光章を受章しており、
その生前の功績が称えられてこの度従四位に叙せられました。
　日本メディカル給食協会では1989年に業界有志とともに設立に奔走し初代会長に就任されました。
　生まれは1934（昭和９）年10月静岡県田方郡韮山町（現、伊豆の国市）。
　高校在学中に三島市の大衆食堂に勤務、経営者としての道を歩み始め、1953（昭和28）年卒業後大
衆食堂経営に専念。1959（昭和34）年富士給食の屋号で創業しフードサービス事業を開始した。
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 ◆患者給食受託責任者資格認定講習会
　当協会2025年度講習会・研修会の計画に沿い、『患者給食受託責任者資格認定講習会』を、６月３日～４日
の東京会場（東京ビッグサイト）を始めとし順次開催しました。
　全国４ヶ所の講習会は東京会場、福岡会場、大阪会場、札幌会場での開催を無事に終えることができました。
　各支部事務局のご協力を得てこその結果であり、関係者の皆様に改めて、感謝申し上げます。
　初日の講義は午後からの開始であったため、早朝の仕事を終えてからの参加者なのか、眠い目をこすりながら
90分間の講師の早口に負けずに、分厚いテキストを注視しながら必死にマーカーするマスク姿の受講生の姿が
見られました。２日間、計４人の講師からの解説と、その後は自己研修から演習問題への解答と移り、８月８日
締め切りという義務期間の答案用紙提出に向け、真剣に説明を聞く受講生の姿は印象的でした。
　受講生の総数は昨年より若干少ない状況でした。全会場ごとの参加人数は次のとおりです。

東京会場（東京ビッグサイト）	 571	 （652）名	
福岡会場（福岡国際会議場）	 198	 （311）名	
大阪会場（大阪国際交流センター）	 383	 （475）名	
札幌会場（北海道自治労会館）	 110	 （91）名	

（　）内は昨年の参加者数

　　　

研　修　報　告
2025年度 研修会等実績状況
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 ◆新規採用栄養士研修会
　『新規採用栄養士研修会』は、７月に全国５ヶ所の会場で実施しました。
　講師については、当協会、栄養士委員会の協力を得て各支部の幹事長の方々に依頼し実施しました。また、賛助会
員でもあるサラヤ（株）にもご協力を得て、全５会場に講師を派遣していただきました。
　新卒者である受講生は、研修会受付で同級生（同じ会社、他社問わず）に会い旧交を温めている姿もありました。
　入社から３ヶ月の時間で周囲を見渡せる余裕が出てきているこの時期に、「衛生管理」、「受託会社の管理栄養士、栄
養士のスキル」をテーマとした半日間の講義でしたが、緊張した態度でメモをとる姿は真剣でした。
　全会場ごとの参加人数は次のとおりです。

東京会場（総評会館）	 58	 （119）名
福岡会場（リファレンス大博多ビル）	 29	 （36）名
大阪会場（ホテルマイステイズ新大阪コンファレンスセンター）
	 61	 （99）名
名古屋会場（TＫＰガーデンシティ Premium名駅西口）
	 125	 （149）名
札幌会場（北海道自治労会館）	 20	 （26）名

（　）内は昨年の参加者数

　　　

 5  No.192
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クックパックの開梱から調理まで。
毎日クール便で到着（左上）。開梱後は冷蔵庫にて保管（左下）。スチームコンベクション
オーブンで加熱（右上）。ユニットごとに並べ配膳へ（右下）。

　

フ
ジ
産
業
株
式
会
社
（
以
下
フ
ジ
産
業
）
は
、
食

材
の
調
達
か
ら
調
理
、
提
供
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
献

立
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
安
全
衛
生
管
理
ま
で
を
一
手
に

担
う
、
ま
さ
に
「
給
食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
企
業

だ
。
強
み
で
あ
る
学
校
給
食
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
産
業
給
食
や
高
齢
者
施
設
・
病
院
向
け
の

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
分
野
へ
の
拡
大
に
注
力
し
、関
東
・

中
部
・
関
西
を
中
心
に
各
地
で
給
食
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
2
0
1
4
年
に
は
豊
田
通
商
グ
ル
ー
プ
の

傘
下
に
入
っ
た
こ
と
で
、
食
材
の
安
定
供
給
や
メ
デ

ィ
カ
ル
部
門
と
の
連
携
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
力
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
2
0
1
9
年
に
は
フ
ー
ヅ

リ
ン
ク
社
と
業
務
提
携
し
完
全
調
理
済
冷
凍
食
品

「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
」の
製
造
・
販
売
を
開
始
す
る
な
ど
、

人
手
不
足
や
高
齢
化
社
会
と
い
っ
た
社
会
課
題
の
解

決
へ
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
食
の
分
野
に
お
け
る

革
新
と
価
値
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
フ
ジ
産
業
が
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食

事
業
を
受
託
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

遊

楽
の
丘
（
以
下
遊
楽
の
丘
）
と
本
社
に
う
か
が
い
、

ご
案
内
い
た
だ
い
た
。

食
の
「
安
全
性
」
と
「
楽
し
さ
」
の

両
立
を
目
指
し
て

　

ま
ず
は
給
食
現
場
の
課
題
と
工
夫
を
知
る
た
め
、

取
材
は
厨
房
へ
。
遊
楽
の
丘
で
食
事
サ
ー
ビ
ス
責
任

者
を
務
め
る
浜
田
章
稔
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
「
私
が
仕
事
を
す
る
上
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
食
の
衛
生
管
理
と
安
全
管
理
で
す
。
こ
の
施

 

フジ産業株式会社
～給食現場と経営者が目指す

「win-win」な関係～

会員企業
紹介
no.044
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特別養護老人ホーム
遊楽の丘

小高い丘の上に建つ遊楽の丘では、三浦海岸を望むことができる。小高い丘の上に建つ遊楽の丘では、三浦海岸を望むことができる。
定員は120名。メディカル給食事業をフジ産業に委託。定員は120名。メディカル給食事業をフジ産業に委託。
手作りの品と合わせ、衛生的でおいしい給食の提供を実現している。手作りの品と合わせ、衛生的でおいしい給食の提供を実現している。

スタッフこだわりの行事食の数々。スタッフに無理をさせることスタッフこだわりの行事食の数々。スタッフに無理をさせること
なく、想いの込もった食事を提供することができている。なく、想いの込もった食事を提供することができている。

廊下には施設長こだわりの昭和歌謡レコードが並ぶ。廊下には施設長こだわりの昭和歌謡レコードが並ぶ。
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「少しでも手作りの気持ちを」という想いを持つ武内さん（右上）。その
想いから工夫を凝らした行事食（左上）。クックパックと手作り給食（右
下、左下）との巧みな使い分けがされている。

設
で
は
、
朝
食
1
1
5
食
、
昼
食
1
2
5

食
、夕
食
1
1
5
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
い
日
に
は
1
日
に
合
計
で
約
3
5
5
食

も
の
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
人
員
で
こ
れ
だ
け
の
食
数
を
さ
ば
く
た

め
に
は
、
効
率
化
が
不
可
欠
で
す
。

　

当
社
が
取
り
扱
う
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
は
衛

生
管
理
と
効
率
化
に
最
適
で
す
。
納
品
か

ら
保
存
、
ス
チ
ー
ム
で
の
加
熱
、
盛
り
付

け
ま
で
の
一
連
の
作
業
に
お
い
て
、
異
物

混
入
を
防
ぎ
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
を
大
幅

に
軽
減
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
調
理
後
に

は
、
温
か
い
も
の
は
65
度
以
上
、
冷
た
い

も
の
は
10
度
以
下
を
保
つ
よ
う
、
適
切
な

温
度
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ

で
、
こ
の
6
年
間
、
食
中
毒
事
故
ゼ
ロ
を

達
成
で
き
ま
し
た
。」

　

管
理
栄
養
士
と
し
て
遊
楽
の
丘
で
働
く

武
内
さ
ん
に
も
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
た
。
武
内
さ
ん
に
は
、
手
作
り
の
給

食
と
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
使
い
分
け
方
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
「
入
居
者
の
方
々
の
栄
養
管
理
を
担
当

し
、
食
事
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

様
々
な
工
夫
を
日
々
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で
何
よ
り
も
大
切
に
し
て

い
る
の
は
、『
皆
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
食

事
を
提
案
す
る
こ
と
』
で
す
。
ク
ッ
ク
パ

ッ
ク
は
完
全
に
調
理
済
み
の
食
品
で
す

が
、
そ
れ
を
い
か
に
美
し
く
見
せ
る
か
工

夫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
採
用
し
て
お
り
、
職
員
が
一
人

ひ
と
り
の
お
皿
に
盛
り
付
け
る
の
で
す

が
、
食
器
を
変
え
る
だ
け
で
食
事
の
印
象

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
行
事
食

や
お
や
つ
は
手
作
り
感
を
出
す
よ
う
に
工

夫
し
、
入
居
者
の
方
々
に
季
節
や
変
化
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。」

商
社
マ
ン
が
見
た
、
給
食
事

業
の
可
能
性

　

続
い
て
フ
ジ
産
業
の
本
社
へ
と
移
動

し
、
代
表
取
締
役
社
長
の
山
下
剛
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
っ
た
。
豊
田
通
商
グ
ル
ー

プ
内
の
異
動
で
フ
ジ
産
業
の
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
た
山
下
社
長
。
給
食
業
界

は
全
く
の
未
経
験
で
あ
っ
た
が
、
第
一
印

象
と
し
て
、
給
食
事
業
は
「
安
全
・
安
心
・

お
い
し
い
」
を
求
め
ら
れ
る
非
常
に
難
易

度
の
高
い
事
業
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
そ

う
だ
。
一
方
で
、
食
事
を
通
じ
て
お
客
様

に
感
謝
さ
れ
、
今
後
の
社
会
で
重
要
と
な

る
高
齢
者
の
健
康
に
も
貢
献
で
き
る
、
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
る
と

語
る
。

　
「
私
は
2
0
2
5
年
4
月
に
フ
ジ
産
業

に
赴
任
し
、
6
月
に
社
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
大
阪
大
学
を
卒
業
後
、
株
式
会
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社
ト
ー
メ
ン
に
入
社
（
後
に
豊
田
通
商
株

式
会
社
と
合
併
）
し
、
穀
物
や
大
豆
と
い

っ
た
穀
物
類
の
取
引
を
専
門
に
、
シ
カ
ゴ

や
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
い
っ
た
海
外
で
も
勤
務

し
て
き
ま
し
た
。
商
社
時
代
は
数
字
で
成

果
を
出
す
世
界
で
し
た
が
、
給
食
事
業
で

は
『
お
い
し
か
っ
た
』『
あ
り
が
と
う
』

と
い
う
言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
成
果
な
ん

で
す
。
そ
れ
が
人
々
の
健
康
や
生
活
の
質

に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
日
々
肌

で
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
業
界
に
入
っ
て
最
初
に
、
衛
生
管

理
の
厳
し
さ
に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
年
に
2
回
、
各
支
店
を
回
っ
て
安
全

衛
生
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
の
で
す

が
、
手
袋
の
着
け
方
や
消
毒
、
30
秒
間
×

2
回
の
手
洗
い
な
ど
、
細
か
い
規
定
が
徹

底
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
一
方
で
、
お
客
様
か
ら
『
お
い
し

い
』
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と

も
多
く
、
業
界
の
魅
力
に
も
気
付
か
さ
れ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。」

「
処
遇
の
改
善
で
、
従
業
員
と

家
族
を
幸
せ
に
し
た
い
」

　

こ
の
給
食
業
界
は
、
最
低
賃
金
の
上
昇

な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
経

営
者
と
し
て
の
悩
み
が
尽
き
な
い
業
界
だ

と
語
る
。

　
「
こ
の
業
界
は
、
決
し
て
夢
の
あ
る
業
界

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
が
経
営
者
と
し
て
目
指
す
最
終
目
標
は

明
確
で
、『
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

従
業
員
と
そ
の
家
族
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
』

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
の
給
料
が
き

ち
ん
と
上
が
っ
て
、
将
来
の
心
配
を
す
る

こ
と
な
く
働
け
る
世
界
に
し
た
い
の
で
す
。

　

久
田
前
社
長
が
取
り
組
ん
で
き
た
不
採

算
事
業
所
の
整
理
は
一
巡
し
ま
し
た
が
、

継
続
し
て
採
算
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
。
今
後
も
毎
年
最
低
賃
金
が

上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
単

に
お
客
様
に
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
の
で

は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
工
夫
を
凝

ら
し
た
運
営
に
よ
り
、
お
客
様
満
足
度
の

向
上
と
負
担
の
軽
減
に
努
め
な
が
ら
、
従

業
員
の
処
遇
改
善
も
実
現
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。」

「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
」
で
労
働
環

境
と
衛
生
管
理
を
改
善

　
「『
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
』の
製
造
は
2
0
1
9

年
9
月
に
、
三
島
に
あ
る
R
&
D
セ
ン
タ

ー
で
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
高
齢
化

社
会
の
進
展
に
よ
る
需
要
増
と
、
業
界
全

体
の
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の

事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
名
と
製
造
・
販
売
シ
ス
テ
ム
は
、

「シンプルに『うまい！』と言っていただける味へのこ
だわりもフジ産業の強み」という山下社長。
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パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
フ
ー
ヅ
リ
ン
ク
社
が

保
有
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
名
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
使
わ
せ
て
頂
き
、
主
に
東
日
本
エ
リ

ア
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
4
3
0
カ
所
の
給
食
事
業

に
加
え
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
物
販
が

1
8
1
カ
所
あ
り
、
合
計
6
1
1
カ
所
で

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。」

　

ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
取
組
や
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
現
場
の
課
題
を
熟
知
し
て
い

る
事
業
推
進
部
の
和
田
弘
さ
ん
か
ら
説
明

を
い
た
だ
い
た
。

　
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
は
、
フ
ジ
産
業
が
自

社
工
場
で
製
造
し
て
い
る
完
全
調
理
済
冷

凍
食
品
で
す
。
競
合
他
社
の
商
品
は
委
託

製
造
が
多
い
の
に
対
し
、
私
た
ち
は

1
0
0
%
自
社
工
場
で
調
理
か
ら
袋
詰
め

ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
業
界
は
3
6
5
日
休
み
な
く
働
く

必
要
が
あ
り
、
人
材
確
保
が
非
常
に
厳
し

い
環
境
で
す
。
当
社
は
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
を

こ
う
し
た
社
会
課
題
解
決
の
一
助
と
な
れ

ば
と
考
え
、お
客
様
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

人
手
の
特
に
少
な
い
朝
食
、
夕
食
の
み
ク

ッ
ク
パ
ッ
ク
を
使
用
し
、
昼
食
は
従
来
通

り
手
作
り
で
提
供
す
る
と
い
っ
た
部
分
使

用
も
可
能
で
す
。

　

ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
強
み
は
、
同
じ
日
の

メ
ニ
ュ
ー
を
普
通
食
か
ら
刻
み
食
、
ミ
キ

サ
ー
食
、
ソ
フ
ト
食
ま
で
、
様
々
な
食
形

態
で
統
一
し
て
提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。

競
合
の
中
に
は
食
形
態
ご
と
に
製
造
会
社

が
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
利
用
者
様
同

士
で
メ
ニ
ュ
ー
が
異
な
り
、
不
満
が
生
じ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
ッ
ク

パ
ッ
ク
は
形
態
食
も
同
じ
献
立
で
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

製
造
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、
真
空
調

理
法
を
採
用
し
て
お
り
、
圧
力
鍋
と
同
じ

原
理
な
の
で
、
食
材
が
非
常
に
柔
ら
か
く

仕
上
が
り
、
調
味
料
も
3
0
%
ほ
ど
少
な

く
済
む
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
加
熱
後
も
空
気
に
触
れ
な
い
袋
の
中
で

調
理
が
完
了
す
る
た
め
、
安
心
・
安
全
で

美
味
し
い
商
品
を
提
供
で
き
ま
す
。ま
た
、

こ
の
製
造
方
法
に
よ
り
食
中
毒
の
リ
ス
ク

も
軽
減
で
き
ま
す
。

　

現
場
で
の
調
理
方
法
も
簡
単
で
、
袋
の

ま
ま
お
湯
で
温
め
る
か
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン

ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
で
温
め
る
だ
け
で

す
の
で
、
包
丁
な
ど
の
刃
物
を
ほ
と
ん
ど

使
わ
な
い
た
め
、
怪
我
の
リ
ス
ク
も
大
幅

に
減
少
し
ま
す
。
ま
た
、
厨
房
機
器
メ
ー

カ
ー
各
社
が
製
造
し
て
い
る
「
再
加
熱
機

器
」
と
併
せ
て
運
用
す
る
事
で
、
更
な
る

省
人
化
、
衛
生
面
の
向
上
、
適
温
で
の
提

供
が
可
能
な
ニ
ュ
ー
ク
ッ
ク
チ
ル
運
営
を

行
う
事
も
可
能
で
す
。

現在はフジ産業で営業を担当している和田さん（左上）も、もともとは
調理師。給食業界の現場を良く理解している。現場の課題や苦労を理解
しているからこそ、説得力を持って提案することができる。

18フジ産業株式会社｜豊田通商グループ

再加熱機器導入による更なる省人化運営② ～作業工程～

①冷たいまま
食器へ盛付

半解凍状態にて盛付。

液だれせず、短時間で

キレイに均等に盛付可能！

ラップ(蓋)をして、

再加熱機器へ。

機器はチルド温度の

為、事前入込可能！

タイマーセットした時

間にて再加熱完了

熱々料理取り出し！

美味しく温かい料理

が、誰でもカンタンに

可能！

➁再加熱機器へ
入れ込み

③再加熱
(自動)

④トレイメイク
配膳

料理を冷たいまま盛付可能！

「スピーデイー」 ・ 「キレイ」 ・ 「均等」 な盛付作業に繋がります。
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私
も
調
理
師
の
経
験
が
あ
る
の
で
す

が
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
導
入
す
る
事
で
ス

タ
ッ
フ
も
心
の
余
裕
が
で
き
、『
朝
食
、

夕
食
に
ク
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
導
入
し
た
事
で

昼
食
の
手
作
り
に
全
力
が
出
せ
る
。』『
休

み
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
っ
た

変
化
も
生
ま
れ
ま
す
。」
今
後
、
安
定
的

な
給
食
運
営
を
行
っ
て
い
く
為
に
は
新
し

い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
く
事
が
必
要

不
可
欠
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
哲
学
が

根
付
く
現
場

　

再
び
、
山
下
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が

っ
た
。「
私
は
、企
業
理
念
の
実
現
の
た
め
、

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
哲
学
を
事
業
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
『
安
全
・
衛
生
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
全
て
の
仕
事
の
入

り
口
で
あ
る
』
と
い
う
信
念
は
、
給
食
事

業
の
根
幹
に
深
く
刺
さ
る
言
葉
で
す
。
業

務
効
率
化
に
お
い
て
も
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
の
も
の
づ
く
り
の
考
え
方
で
あ
る

T
P
S
（
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
）
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
豊
田
通
商
に
は“
カ
イ
ゼ
ン
”

を
専
門
と
す
る
部
署
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
つ
つ
、
三
島
の
工
場

な
ど
で
業
務
効
率
化
を
進
め
、
残
業
を
減

ら
す
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
当
社
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
取

り
組
み
が
、
全
従
業
員
が
参
加
す
る
改
善

提
案
制
度
で
す
。
各
事
業
所
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
業
務
改
善
の
ア
イ
デ
ア
を
年
に
一
度

審
査
し
、
優
秀
な
提
案
は
表
彰
し
て
い
ま

す
。
現
場
の
小
さ
な
工
夫
か
ら
大
き
な
業

務
効
率
化
に
繋
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
は
、
単
に
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
現
場
で
働
く
ス

タ
ッ
フ
が
「
自
分
た
ち
の
仕
事
を
も
っ
と

良
く
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
5
人
で
や
っ

て
い
る
仕
事
が
4
人
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、
そ
れ

が
従
業
員
自
身
の
収
入
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
お
客
様
に
も
従
業
員
に
も
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
『
w
i
n
-
w
i
n
』
の

関
係
が
理
想
で
す
ね
。
給
食
事
業
は
単
な

る
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
人
々
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
事

業
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

最
後
に
、
従
業
員
の
働
き
が
い
と
会
社

の
未
来
を
ど
う
描
い
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
う
か
が
っ
た
。

　
「
今
後
の
目
標
と
し
て
、
ク
ッ
ク
パ
ッ

ク
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
と
、
高
齢
化
社

会
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
不
採
算
事
業
の
整
理
と
い

う
『
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
の
フ
ェ
ー
ズ
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
新
規
展
開
と
い

う
『
ビ
ル
ド
』
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
移
行
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す 

。
A
I
を
活
用
し

た
正
確
な
食
数
予
測
に
よ
る
食
材
ロ
ス
の

削
減
や
、
事
務
系
業
務
の
効
率
化
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
、
業
界
に
遅
れ
て
い
る
技
術

革
新
を
先
ん
じ
て
実
現
し
、
食
を
通
じ
て

顧
客
と
と
も
に
発
展
す
る
企
業
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、
人
材
の
多
様
化
・
育

成
も
推
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
を
通
じ

て
、
各
社
の
取
り
組
み
事
例
や
最
新
情
報

を
共
有
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当
社

と
し
て
も
業
界
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

フジ産業株式会社
（FUJI SANGYO CO.,LTD）
［本社］

〒105-0001
東京都港区虎ノ門3-22-1　虎ノ門桜ビル5F
電話　03-3434-8901（代表）
総従業員数　3,339名
（男性665名・女性2,674名　パート従業員含む）
※令和７年９月１日現在



　７月18日、公益社団法人日本メディカル給食協会平井英司会長は、厚生労働省保険
局　間隆一郎局長、老健局　黒田秀郎局長を訪問し、昨今の食材料費高騰、特に米の価
格急高騰、及び最低賃金の上昇からの人件費上昇により、当業界を取り巻く環境は日々
厳しさを増しており医療・福祉施設等への食事提供という社会的使命を果たすことが出
来なくなる危機感を強く感じる状況であるとし、2026年度（令和８年度）診療報酬改
定に係る入院時食事療養費の見直し、及び介護報酬改定に係る基準費用額（食費）の見
直しについて要望してまいりました。

厚生労働省保険局・老健局に要望書を提出

日  メ  協  第 ２２号  
２０２５年 ７月１８日 

 
厚生労働省保険局長 

間 隆 一 郎 殿 
 

公益社団法人日本メディカル給食協会 
会長 平 井 英 司 

 
 

２０２６年度（令和８年度）診療報酬改定に係る 
                入院時食事療養費の見直し要望について 
 
 
謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は本協会の事業推進につきまして、特段のご指導ご支援を賜り厚く御礼申し上

げます。 
診療報酬における入院時食事療養費は、約 30 年据え置かれていたところ 2024 年

（令和 6 年）6 月に一食当たり 30 円の改定、2025 年（令和 7 年）4 月に一食当たり

20 円の改定がなされました。 
当協会は給食受託会社を会員として運営しておりますが、2024 年（令和 6 年）まで

は委託契約金額が入院時食事療養費を上回っており、赤字となっていたことが明らか

となっております。赤字となる要因と致しましては、食材料費、人件費、光熱水費が上

昇し続けるなか新たに米の価格高騰が起こり、消費者物価指数が示すとおり食事に係

わる費用は上昇しておりますので、医療機関における治療の一環である患者様への食

事提供という社会的使命を果たすことが出来なくなる危機感を強く感じております。 
さらに人口減・少子高齢化等による人員不足は当業界としても大きな問題であり、

給与水準の見直しなど今後も強化し取り組まなければならない課題が山積しておりま

す。 
当業界を取り巻く環境は日々厳しさを増しております。これからの将来も当業界が

社会に貢献し続けることが出来るよう、2026 年度（令和 8 年度）改定におきまして、 
入院時食事療養費を適正な水準に見直して頂きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
 

敬具 
 

日 メ 協  第 ２３号  
２０２５年 ７月１８日 

 
厚生労働省老健局長 

黒 田 秀 郎 殿 
 
 

公益社団法人日本メディカル給食協会 
会長 平 井 英 司 

 
 

介護報酬改定に係る基準費用額（食費）の見直し要望について 
 
 
謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は本協会の事業推進につきまして、特段のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 
当協会は給食受託会社を会員として運営しておりますが、2005 年（平成 17 年）に

制度化された「基準費用額（食費）」と「給食委託契約金額」の状況につきましては、

委託契約金額が基準費用額（食費）を大きく上回っており、介護施設の給食部門は赤

字運営となっていることが明らかとなっております。 
介護施設における給食部門が大幅な赤字運営となっている要因と致しましては、食

材料費・人件費・光熱水費等が上昇し続けるなか新たに米の価格高騰がおこり、消費

者物価指数が示すとおり食事に関わる費用は上昇しておりますので、基準費用額（食

費）が制度導入時の設定額 1,380 円から令和 3 年 8 月 1,445 円に至るまで 65 円のみ

の見直しに留まっていることによります。 
現行の基準費用額（食費）では、栄養価を満たし、嚥下・咀嚼等にも配慮し、また 

食べる楽しみや喜びを感じて頂くなど、介護を必要とされる高齢者の方々への食事提

供という社会的使命を果たすことが出来なくなる危機感を強く感じております。 
さらに人口減・少子高齢化等による人員不足は当業界としても大きな問題であり、 

給与水準の見直しなど今後も取り組まなければならない課題が山積しております。 
当業界を取り巻く環境は日々厳しさを増しております。これからの将来も当業界が

社会に貢献し続けることが出来るよう、早期に基準費用額（食費）を適正な水準に見

直して頂きますよう、ご検討のほど宜しくお願い申し上げます。 
 

 
敬具 

 
 
 
 

協 会 だ よ り
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Ｑ
１
　
こ
の
事
業
所
で
は
、
い
つ
か
ら
受

託
責
任
者
を
務
め
て
い
ま
す
か
。

令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
２
　
事
業
所
の
従
業
員
数
は
何
名
で
す

か
。

栄
養
士
1
名
、
調
理
師
2
名
、
調
理
補
助

4
名
の
計
7
名
で
す
。

Ｑ
３
　
職
場
で
の
業
務
内
容
や
、
ど
の
よ

う
に
人
員
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
か

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

調
理
・
盛
付
・
洗
浄
・
配
膳
下
膳
・
職
員

食
の
提
供
と
い
っ
た
厨
房
業
務
、
献
立
作

成
・
発
注
・
シ
フ
ト
作
成
な
ど
の
事
務
業

務
が
主
に
な
り
ま
す
。

人
員
管
理
に
お
い
て
は
、
従
業
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、報
告
・

相
談
を
常
に
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
4
　
仕
事
を
し
て
い
て
、
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
。

調
理
時
に
ア
レ
ル
ギ
ー
・
禁
止
食
品
の
確

認
や
ト
レ
イ
チ
ェ
ッ
ク
時
に
異
物
混
入
な

ど
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
て
い
な
い

か
の
確
認
に
一
番
気
を
張
り
ま
す
。

Ｑ
５
　
受
託
責
任
者
の
仕
事
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
。

安
全
で
安
心
な
食
事
を
決
め
ら
れ
た
時
間

に
提
供
で
き
る
よ
う
円
滑
に
衛
生
的
に
運

営
し
、
日
々
の
作
業
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
す
。

Ｑ
６
　
仕
事
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な

心
構
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

患
者
様
・
職
員
様
に
美
味
し
い
食
事
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
７
　
委
託
先
の
責
任
者
、
ま
た
は
担
当

者
と
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

イ
ン
シ
デ
ン
ト
な
ど
の
報
告
は
全
て
内
線

を
通
し
て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
託
先
の
管
理
栄
養
士
の
方
が
検
食
の
際

に
食
堂
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、
日
々
の
食

事
内
容
に
つ
い
て
相
談
し
、
意
見
交
換
を

し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
８
　
社
内
、
病
院
と
の
連
絡
体
制
は
で

き
て
い
ま
す
か
。

社
内
で
は
緊
急
連
絡
網
が
あ
り
ま
す
の

で
、
何
か
あ
れ
ば
連
絡
を
取
り
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

病
院
と
は
月
に
1
度
栄
養
委
員
会
が
あ
る

の
で
、
病
棟
・
外
来
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

職
員
様
と
改
善
や
要
望
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
９
　
現
場
で
気
を
使
う
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
。

従
業
員
全
員
が
衛
生
管
理
を
し
っ
か
り
行

な
え
て
い
る
か
、
異
物
混
入
な
ど
の
イ
ン

シ
デ
ン
ト
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
声
か
け
を

徹
底
し
注
意
喚
起
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
10
　
受
託
責
任
者
に
は
相
当
の
経
験
、

知
識
が
必
要
で
す
が
、
特
に
ど
ん
な
知
識

が
必
要
で
す
か
。

衛
生
管
理
・
調
理
技
術
・
栄
養
学
に
つ
い

て
の
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
か

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
作
業
す
る
上
で
臨

機
応
変
な
対
応
が
必
要
と
な
る
場
面
も
あ

る
の
で
、
自
分
の
中
で
様
々
な
リ
ス
ク
が

生
じ
た
時
の
対
応
策
を
考
え
て
お
く
こ
と

も
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
11
　
自
分
が
責
任
者
と
な
っ
て
変
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。
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に
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今
後
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対
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必
ず
従
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全
員
で
考
え
る
よ

う
に
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て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
現
場
の
雰
囲
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を
大
切
に
し
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明
る
く
働
き
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
に

声
か
け
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
12
　
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
同
じ
受
託
責
任

者
の
方
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へ
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま

す
。

毎
日
決
め
ら
れ
た
時
間
に
安
全
な
食
事
提

供
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、

患
者
様
か
ら
の
嬉
し
い
励
み
に
な
る
言
葉

を
原
動
力
に
無
理
の
な
い
よ
う
に
お
互
い

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
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受
託

責
任
者
を

訪
ね
て
。
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㈱
エ
ム
・
テ
ィ
ー
・
フ
ー
ド

浜
田
山
病
院
営
業
所

長
澤
あ
か
ね
さ
ん
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株式会社　町田予防衛生研究所

教えて衛生管理！

～食品の期限に関するおはなし（消費期限・賞味期限など）～

　期限表示には、消費期限と賞味期限の２つがあります。

「消費期限」とは、定められた方法により保存した場合において、腐敗、変敗その他の品質（状態）の劣化に伴い安

全性を欠くこととなるおそれがないと認められる期限を示す年月日のことで、開封前の状態で定められた方法によ

り保存すれば食品衛生上の問題が生じないと認められるものです。

　このため、「消費期限」を過ぎた食品は食べないようにしてください。

「賞味期限」とは、定められた方法により保存した場合において、期待されるすべての品質の保持が十分に可能であ

ると認められる期限を示す年月日のことです。ただし、当該期限を超えた場合であっても、これらの品質が保持さ

れていることがあります。

　このため、「賞味期限」を過ぎた食品であっても、必ずしもすぐに食べられなくなるわけではありませんので、そ

れぞれの食品が食べられるかどうかについては、消費者が個別に判断する必要があります。

　※消費者庁：「加工食品の表示に関する共通Ｑ＆Ａ （第２集：消費期限又は賞味期限について）」より

【消費期限と賞味期限について】

　

　

　食材や調味料などの表示には消費期限や賞味期限が含まれます。これらの食品の期限は製造者・加工者が根拠に基

づき定めたもので、食品を使い切る目安となります。今回は、食品に表示されているこれらの期限についてお伝えし

ます。

【期限表示について】

【まとめ】

　当社の衛生点検でも、作業場内に消費・賞味期限切れの食品が置いてあり指摘することがあります。また、開封

当日や短期間で使い切ってしまうもの以外で開封日や使用期限（開封後）が明確にされていないものについて、ア

ドバイスすることもあります。期限切れの食品を使用しない為にも、棚卸の時など定期的に期限切れの食品が厨房

内に残っていないか確認しましょう。また期限切れが近づいている食品は他の食品とは別にして一か所にまとめる

などして、日付管理を徹底しましょう。

　食品の期限表示には複数の表記があります。

例えば、消費期限（または賞味期限）が 2025 年（令和 7年）10 月 31 日の場合

「消費期限　2025.10.31」「消費期限　07.10.31」「賞味期限　20251031」「賞味期限　

25.10.31」など

※詳細は消費者庁が発行している「加工食品の表示に関する共通Ｑ＆Ａ （第 2：消費期

限又は賞味期限について）」をご参照下さい。

　また、冒頭の会話で従業員が質問した「賞味期限 2025 年 10 月」は 2025 年 10 月 31

日までの賞味期限となります。賞味期限の表記が「年・月」の場合はその月の末日まで

が期限です。

　消費期限・賞味期限は、未開封の状態で、表示に示された方法・温度帯（食品表示の「保存方法」の条件）で保

存した場合の期限になります。開封後は、食品に空気が触れ酸化したり、微生物が付着するなどの恐れがあります。

調味料を含めて、食品の包装を開封した際には開封日や、それぞれの食品の特性に合わせて設定した使用期限（開

封後）を明記し、日付管理を行って下さい。
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2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒http://www.jma.or.jp/hcj/）

●開催日時：２月２1日（木）１４時～１６時（予定）
●開催会場：東京ビッグサイト・東棟（給食セミナー会場）
●参加方法：定員3００名、聴講無料、当日先着順
●プログラム：
　講師　調整中

　会期中、本展示会共催の日本給食サービス協会、日本弁当サービス協会や日本厨房工業会も主催セミナーを開催します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
　●２月19日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
　●２月20日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
　●２月２2日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

[開催概要]
　■合同開催
　　第１9回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
　　第４7回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

　当協会も東2ホールに出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士に
よる健康・食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2018年2月）開催時には、1,230名の来場者のアンケート回答な
ど、大きな反響をいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

下記の通り、２月２1日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
[テーマ]お役立ちの提案　～安全・安心・健康・おいしさを求めて～

2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒http://www.jma.or.jp/hcj/）

●開催日時：２月２1日（木）１４時～１６時（予定）
●開催会場：東京ビッグサイト・東棟（給食セミナー会場）
●参加方法：定員3００名、聴講無料、当日先着順
●プログラム：
　講師　調整中

　会期中、本展示会共催の日本給食サービス協会、日本弁当サービス協会や日本厨房工業会も主催セミナーを開催します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
　●２月19日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
　●２月20日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
　●２月２2日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

[開催概要]
　■合同開催
　　第１9回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
　　第４7回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

　当協会も東2ホールに出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士に
よる健康・食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2018年2月）開催時には、1,230名の来場者のアンケート回答な
ど、大きな反響をいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

下記の通り、２月２1日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
[テーマ]お役立ちの提案　～安全・安心・健康・おいしさを求めて～

2026

「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」を開催！

給食・厨房セミナー会場

“ホスピタリティ”とフードサービスの商談専門展示会

47

～持続的な食の価値向上を目指して～

　来る2026年2月17日（火）～20日（金）、東京ビッグサイト・東展示棟4～6ホール・西展示場1～4ホールで、当
協会をはじめ公益社団法人日本給食サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率
協会と共催で、「第47回フード・ケータリングショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、900社／ 2,400ブース、予定来場登録者数65,000名の規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒https://jma-hcj.com/）

　当協会も出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士による健康・
食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2025年2月）開催時には、1,351名のご来場があり大きな反響を
いただきました。

「日本メディカル給食協会主催セミナー」（2／19）開催！

第26回厨房設備機器展
第54回国際ホテル・レストラン・ショー

●案内状のお申込み方法は、1月号に掲載します。

●2月17日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
●2月18日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
●2月17日（火）～ 20日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

　　下記の通り、2月19日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。
　●開催日時：2月19日（木）13：20～ 15：20
　●開催会場：東京ビッグサイト（給食・厨房セミナー会場）
　●参加方法：定員200名（予定）、聴講無料、事前登録制（12月頃受付開始）
　●プログラム：調整中
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特定の食べ物が嫌いな理由って…

　友人・知人には割と知られているが鶏肉が大嫌いである。なぜ嫌いになったか具体的な理由や
きっかけは覚えていない。車の免許取り立ての１８歳の頃、街道沿いにあった「ケン○ッキー」の
ドライブスルーでチキンを買わずにフィッシュフライとポテトフライだけを買ったことは記憶にある。
従って生まれてこの方ケン○ッキーのチキンを食べたことは無い。酒を覚えてからは先輩に誘われ
焼鳥屋に連れて行かれても焼き鳥は食べず、食べるのはお新香程度で酒（ホッピー）ばかりが進
んでしまっていた。従って焼鳥屋は二日酔いの温床でもあった。
　ChatGPTに食べ物を嫌いになる理由（原因）を聞いてみた。
　①味覚・嗅覚の感受性
　　例）ピーマンの苦み、ブルーチーズや納豆の匂い
　②幼少期の経験と記憶の刷り込み
　　例）幼少期に無理矢理食べさせられた
　③文化・社会的背景
　　例）地域による味付けの大小
　④生理的・健康的反応
　　例）アレルギー、高脂肪・高糖質
　⑤心理的要因・自己表現
　　例）ジャンクフード
　⑥見た目・食感
　　例）ピータンの濃い緑、イカスミ料理
なるほどと思うことばかりである。
　さて、ここから敢えて鶏肉嫌いに該当する項目を選ぶとすると「見た目」だろうか…。鶏肉を食
べた記憶が無いので味や味付けは見当が付かない。一方、いわゆる“鳥肌”は今でも気持ちが
悪い。
　我が家では筆者が飲みに行くと伝えると、家に帰り着き玄関を開けた瞬間に油の匂いが漂って
くることがあった。“みんな大好き鶏のから揚げ”が父親不在の夜の主菜になっていた。これが
四半期に１回程度ならこども達に不自由させたなと思うところだが、飲みに行くことは頻繁にあっ
たので、普通に食べたいときに食べていたのかもしれない。
　そう言えば読売巨人軍の元選手・コーチの元木大介氏はカレーが大嫌いだそうだ。
　なんでも中学生の頃の夏の合宿で昼食のカレーライスをかっ込み、練習を再開したら暑さと練
習のキツさでいわゆるリバースしてしまったとのこと。それ以来これがトラウマとなりカレーが食べ
られなくなったと妻の大神いずみさんがSNSで披露している。
　これは幼少期とは言えないが、過去の経験と記憶によるものに該当するだろうか。
　さて、実はもう一つ大嫌いな食材がある。鯨肉である。今や食卓に並ぶことはほぼなく、居酒
屋などでも専門的な店でしか扱っていないだろう。しかし筆者の少年期には肉と言えば鯨だった。
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った。無理矢理とまでは言わないがこれらを食べさせられ過ぎてホントにもう嫌！！
　現在、諸事情により手に入りづらい食材であることから若い方達には食べたことが無いという
御仁もおられるかもしれないが、料理の選択肢になっていないことが心の底から嬉しく思っている。
　焼鳥屋ならなんとか他に食べられるものがあるので付き合うが、間違っても「鯨を食わせる店が
ある」と誘うことは絶対に止めていただきたい。
　ところで、本稿を最初に確認して頂いた上司と大阪出張に赴いた際、地元の方と訪れたおでん
屋で、上司がさえずり（鯨の舌）を注文したのにはビックリした。
　ほんの２～３日前に原稿を見せたばかりなので「オレ鯨嫌いって書いたじゃん！！」と思わず突
っ込んでしまった。
　嫌がらせなどは絶対にしない方なのだが、本稿のことなどはすっかり頭から消え去り、単純に
食べたいと思った品を注文しただけなのだろう。
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① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食
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機関誌「笑食改善」は、会員の皆様からのご原稿を募集しています！

募集テーマ
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